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＊　項目を示す数字およびアルファベットはr明治大学教養論集』176号，
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＊　各書評紙の略号はつぎの通り。
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　NYT：The　New　York　Times　Book　Review
　NR：The　New　York　Review　of　Books
イギリス・1986
　2・b
　英文壇の長老アントニー・ポーエルの新作長編r漁夫王』（Anthony　Powell，
The　Fisher　King／256　pp．，　Heinemann，£9．95）の出来栄えをめぐって賛否両
論が巻き起こっている。
　ゴシップ好きな2組の老夫婦がアレクト号という観光船でイギリスの島巡り
をしながら，ほかの乗客たちの品評に打ち興じるというのがこの作品の設定で
　　　　　　　　　　　　　　　一一13・：一一
ある。歴史小説専門の流行作家ヴァレンタイン・ビールズは，妻のルイーズや
戦友ピアズ・ミドルコートとその妻フェイの前で，人を見抜く小説家らしい眼
力を誇示しようとしてはりきり，有名無名の乗客たちの秘密に迫ろうとする。
この作品の大半はビールズが掻き集めた噂話や発見，彼自身の臆測などから成
り立っている。
　話題の中心は高名な写真家ソール・ヘンチマンと美人のバーバリーナ・ロッ
クウッド。この美女は6，7年前，ダンサーとしての有望な前途を捨てて，ヘ
ンチマンの助手兼看護婦兼話し相手となつた。しかしながら，ヘンチマンは片
脚が不自由な上に，人も知る性的無能者であり，20歳も年上の無愛想な男性で
もある。才能ある美女がなぜそんな男に仕える道を選んだのか？
　語り手ビールズはヘンチマンをアーサー王伝説における“漁夫王”に見立
て，残りの乗客たちも伝説中のいずれかの人物に当てはめようとする。つまり
アレクト号の乗客に寓意的な意味を見出そうとするわけである。その結果とし
ての作品は「名声，貞節，犠牲，異化，裏切り，嫉妬，そして言うまでもなく
死」をめぐる物語となるのである。
　ポーエルの読者にはなじみのさわやかな文体は相変わらず健在だが，時とし
てシンタックスがおかしくなることがあり，作家としての「衰弱はきわめて顕
著だ」と決めつけているのはジョージ・クレイグ（『TLS』4月4日号）で
ある。
　＊　LSN　3，4，1986．　TLS　4，4，1986．　OBV　6，4，1986．
　8・d
　アントニイ・バージェスの新作rピアノ弾き』（Anthony　Burgess：The　Pi・
anoplayers／208　PP・，　Hutchinson，£8．95（は元高級娼婦の回想録である。語
り手のエレン・ヘンショウは読者を1920年代のランカシャーへ連れて行く。そ
のあたりはイギリス北部工業地帯で，労働者たちが醸し出す独特な雰囲気を持
つ。その種の雰囲気を巧みに作り出しながらエレンは自分の父親の不運な生涯
を回想する。　　　　　・
　　　　　　　　　　　　　　　－14一
　エレンの父親ビリーはみすぼらしい映画館で無声映画のためにピアノを弾
く，ピアニストならぬピアノ労働者である。なかなかの才能がありながら，同
時に強情なところカミあり・連続30日間休みなくピァノを弾きつづける無暴な催
しに挑戦し，15日目に倒れて死ぬ。
　ひとり取り残されたエレンはベルギーの尼僧からフランス語を習い，ド蒲差ユや
ビデの使い方まで教わると，ルーアンへ行って尼僧ならぬ娼婦となる。ピアノ
弾きの父親がエレンになんの影響も与えなかったわけではない。彼女はただピ
アノの弾き手でなく，ピアノそのものになっただけである。中年になって現役
を退くエレンは「愛の学校」という名の娼婦組織を手広く経営するが，彼女が
そこで新米の娼婦たちに繰り返し説くのは「女は楽器のようなものだ」という
快楽奉仕者の哲学である。
　彼女の回想には落ちがついている。彼女の息子が結婚する相手の女はセック
スを拒否するばかりか，ピアノまで売り払ってしまう。
　この小説では音楽的比喩が豊富に見出されるばかりでなく，和音や音階，三
　　　しち和音や七の和音・アルペッジオや不協和音についての専門的論考がしばしぼ前
面に出てくるし，本の最後には楽譜まで掲載されている。音楽家でもあるバ＿
，やンェスの面目躍如とした小説だが，最も読みごたえがあるのはビリーを中心に
した部分だというのが批評家たちの一致した意見である。
＊TLS　29・8・1986・DBV　31，8，1986．　ST　31，8，1986．　LSN　11，9，1986．
9・b
キン旗・一・エイミスの辮r老u・た悪魔たち』（Ki。g，1。y．Ami、，Tlze
Old　D・vil・／294　PP・，　H…hi…n，£9．95）カ・なかなカ・の評判で，、986年のブ
ツヵ一賞を受賞した。
　サウス・ウェールズを舞台にしたこの作品には何組もの老夫婦が登場する。
oハンもろくに噛めない歯や癌の疑いのある睾丸に悩むマルカムとその妻グエ
ン・アルコール中毒の末期症状で悪夢に悩まされるチャーり一とその妻ソフィ
㌧太りすぎで足の爪も切れないピーターとその妻ミュアリエル，そして主人
　　　　　　　　　　　　　　一15一
公のアラン・ウィーヴァーとその妻アノンなどである。
　作家やテレビのキャスターとしてロンドンで活躍するアランは妻とともに何
十年ぶりかの帰郷をする。彼らの帰郷をきっかけにして昔の仲間たちは毎晩の
ように酒を飲みに集まる。しかしどの夫婦も仲はよくなく，むしろ平然と騙し
合っている。性的魅力を残し，女好きでもあるアランはソフィーやグエンと寝
たりするが，その夫たちは知らないふりをする。そのくせグエンの夫マルカム
などは昔アランの妻リアノンを愛したことがあり，リアノンはさらにべつの男
の子種を宿したりしたことがあるというふうに，人間関係はおそろしく入り組
んでいる。ウィーヴァー夫妻の帰郷は，それでなくても老いをもてあましてい
る人々になまなましい過去を蘇えらせ，生をいっそう耐え難いものにするわけ
である。
　老人たちはだれもが死に関心を抱き，だれが一番先に死ぬかと見守ってい
る。そして最初に死ぬのは最も死にそうになかったアランである。舞台がウェ
ールズということで作品の背後にディラン・トマスの亡霊がたえずうろついて
いる。「これは悲しくもおかしく，おかしくも悲しい作品だ」とし，エイミス
がこれまでになくうまく書いていると絶賛しているのはアントニイ・バージェ
スである（『オブザーヴァー』9月14日号）。
　＊　TLS　12，9，1986．　OBV　14，9，1986．　ST　21，9，1986．　LSN　16，10，1986
　18・b
　J・M・コッツェーの新作rフォー』（J．M．　Coetzee：　Foe／157　pp．，　Secker
＆Warburg，£9，95）はデフォーの『ロビンソン・クルーソー』をパロディ化
した現代の寓話である。
　主人公スー一一・ザンは行方不明の娘をブラジルへ探しに行き，見つけられないま
ま帰ることになるが，帰路の船が難破してクルーソーの島に打ち上げられる。
しかしデフォーの原作とちがってコッツェーのクルーソーは道具ももたなけれ
ば日記もつけず，トウモロコシを栽培することもなければ小舟も造らないし，
フライデーに英語やキリスト教を教えることもない。というのも，ここに登場
　　　　　　　　　　　　　　　　一16一
するフライデーは黒人で・おそらく奴隷商人に舌を切られたために口が不自由
になっているからである。三人は間もなく救出されるが，クルーソーは死ぬ。
スーザンとフライデーはロンドンで無一文となり，ジプシーのように街をさま
よい歩きながら，奇妙な過去のことを考えて頭がおかしくなる。
　その間にスーザンはフォーという名の作家と出会い，自分の経験談を話す。
作家ならばうまく手直ししてまとめてくれるだろうと期待したわけである。フ
コb・一氏は「自分で書きたまえ」と告げて姿を消し，スーザンは書きはじめる。
デフォーの散文とはかけ離れた文章だが，それほど悪くなく，後に戻ってくる
フォー氏はそこに情熱的で無意識の“詩”を見出す。
　スーザンのそばには，ひとことも口をきかない黒人フライデーがたえず連れ
添っていて，スーザンの“詩”もフライデーぬきでは成り立たない。その中心
には黒人奴隷の突き破りがたい沈黙があり，白人スーザンはその沈黙を代弁し
ようとしているのである。こうしてスーザンの著述は，ある書評子が指摘して
いるように「奴隷制度のもつ恐ろしい相互依存の暗喩となる」のである　（rオ
ブザーヴァー』9月7日号）。ちなみにコッツェーはこの作品を南アフリカで
書いている。
＊OBV　7，9，1986．　ST　7，9，1986．　LSN　2，10，1986．
　21・c
　主として孤独で不幸な女の内面世界を描くアニタ・ブルックナ＿の新作『ミ
スマ・チ』（A・i・・B…k・…A・Misalliance／・9・PP。，　C。p。，£9．5。）は20年
間連れ添った夫に逃げられた女の物語である。
ブランチヴ・一ノンはブ・レ・クナーの・・イン｝、ふさわしくいつも冷静
で・知的で溶易にものを信じな・・凄する履想のない女である．夫パーテ
ィはそうV・う微に愛想をつかして，短気で子供っぽい女と逐電する．「ブラ
?
ノチ’）“・一ノンは追いつめられた気分で時間を最も有効に使うように心がけ
ていた」という冒頭の一文につづV・て，微の臓面な生瀞紹介される淀
劾・起床・，ドーヴ。一・ソー・レを完壁、。料理、海，ナシ。ナ，レ．ギ。ラ，
　　　　　　　　　　　　　　－17一
一を訪ね，高級白ワインを飲んで日に日に早く床に就く。美術館で彼女が見る
のは妖精の絵だが，それは彼女のような女にはまったくまねのできないのんき
な異教世界の縮図となる。
　空しい日々を埋めるためにブランチは地元の病院でボランティアの仕事を始
め，そこでサリー・ビーミッシュとその継子で奇妙に口数の少ないムエリナに
出会う。魅力的で無責任な女サリーは，ブランシュの目から見ると絵の中の妖
精のようであり，一方の寡黙な3歳の女の子は子供の頃の自分を見るようであ
る。ブランチはその奇妙な親子を親身になって世話しようとするが，彼女自身
の用心深さが邪魔してうまくいかない。やがて彼女がサリーの夫を探しに行っ
て遭遇するのは「道徳的に病んだ」世界，ロンドンのぶきみで不吉でぎらつい
た世界である。
　題名の“ミスマッチ”とは結婚相手の選び損ないを意昧するばかりでなく，
見当外れの慈善行為をも意味している。結局ブランチの手元に残るのは，やり
場のない悲しみだけという，ブルックナー独特の女の内面である。
　＊　ST　17，8，1986．　OBV　24，8，1986．
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　1968年のソ連によるチェコ侵略を象徴する表題によって，英語で書くチェコ
の作家がデビューした。『スターリンの靴』（Zdena　Tomin：Stalin’∫Shoe／157
pp．，　Hutchinson，£　8．　95）は作者ズデナ・トミンの自伝的色彩の濃い作品であ
る。
　主人公のリンダ・ストジーズリクは44歳の離婚経験者。教えたり，ものを書
いたりしながら，亡命者として10年以上イギリスに住み，イギリス人よリイギ
リス的だと自慢している。幸福なはずの彼女が突然悪夢にうなされはじめると
ころから物語もはじまる。異国での疎外感や性的不感症，初老性欝病などに加
え，優しくなかった結核患者の母の亡霊に取り慧かれるのである。精神科医に
も見離され，疲労困嬢した彼女はロンドンのアパートを出，北ウェールズの友
人の別荘へ引きこもって亡霊と対決する。別荘で架空の恋人へ手紙を書いてい
　　　　　　　　　　　　　　　一18一
るうちに，ほんものの恋人ができるが，やがて恋に破れ，彼女の精神的危機は
絶頂に達する。
　作品は手紙や夢や幼い時の記憶などの断片によって構成されているが，それ
らの断片が明らかにするのは，チェコの最近40年の歴史と一体化した彼女の過
去である。プラハをナチから解放したロシアのジープに乗って喜ぶ幼い子供。
スターリンを英雄視する10代の少女。1968年のソ連侵略を厳しく非難する政治
的女性。そしていま異国の地で錯乱した中年女一これがリンダ・ストジーズリ
クの歩んできた人生であり，最後は病院へ運ばれてしまう。
「しかし読者は，小説家ズデナ・トミンに未来があるように，リンダにも未来
はあると信じて作品を読み終えるのである」と結末部分の暗さを緩和する発言
をしているのは『オブザーバー』（1月26日号）の書評子マーガレット．ウォ
ルターズである。．　　，
　＊　OBV　26，1，1986．　TLS　31，1，1986．
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　ピーター・アクロイドの最新作『ホークスムア』（Peter　Ackroyd：Hawk．
snzoor／217　PP・，　Hamish　Hamilton，£8．95）はミステリー仕立てである種の慧
依現象を描いている。
　主要登場人物は18世紀初頭の建築家でロンドンのシティに8つの教会を建て
たという設定のニコラス・ダイヤーと，20世紀の今日に生きる警視庁刑事部の
警部ニコラス・ホークスムアの2人。
　高名な建築家クリストファー・レンの架空の弟子ダイヤーは自分の建てた教
会を聖別するために生贅として主に年少の男の子を生き埋めにしたという悪魔
的人物だが，ミステリーの発端は彼の手になる教会の地下室や溝から次々と絞
殺死体が見つかる連続殺人事件で，ホークスムア刑事がその解決に乗り出す。
　現代のこの刑事はかつてダイヤーが住んでいたと思われるレスター・スクェ
アの東側の家に一人で寂しく暮らし，ダイヤーの行きつけだったパブへ通いな
がら・事件の解明に異様な執念を燃やす。死体の顔から驚きの表情が消えない
　　　　　　　　　　　　　　　一19一
うちに現場へ駆けようとする彼の精神状態に疑いを抱いた同僚たちによる解任
策謀にもめげず，ホークスムアはもう一歩で事件解明というところまでこぎっ
けるが，結局未解決のまま力つき，逆に“真犯人”の悪魔崇拝者ダイヤーの霊
に取り慧かれてしまう。
　作品はホークスムアが語る部分とダイヤーが語る部分とに二分されている
が，注目の的は18世紀の散文に擬して書かれたダイヤーの語りで，現代英語と
異なる綴りが啓蒙主義によって封じ込められた不条理な悪霊信仰の雰囲気をい
っそう盛り上げている。その巧みな擬古文に感服し「アクロイド氏は読んでい
つまでも飽きさせない散文を書く名人芸的作家だ」と言っているのはジョイス
・キャロル・オーツである（『ニューヨーク・タイムズ・ブックレヴュー』1
月19日号）。
　＊　TLS　27，9，1985・LSN　5，12，1985．　NYT　19，1，1986．
29
　　r山々の淡い眺め』（邦訳r女たちの戦後」）によってデビューしたカズオ・
イシグロの長編第二作r浮世の芸術家』（Kazuo　Ishiguro：An　Artist　of　the
Floating　World／208　Pp．，　Faber，£9．95）は前作と同様に主人公の日本人を通
して戦後の精神的混乱を描こうとしている。
　主人公の初老の画家マスジ・オノは処女作に登場するオガタに似ている。年
のせいで諦めの境地に達しているものの，教師にたいする敬意や同窓意識の希
薄化を嘆かわしく思っているところなどはそっくりと言ってもよいほどであ
る。オノは戦災で妻と息子をなくしたが，家は焼け残り，娘2人と孫息子に囲
まれ・終戦から4，5年後の日々を平穏に送っている。しかし，下の娘の縁談
を契機に・オノはしばしば過去の悪夢に悩まされるようになり，縁談への影響
を秘かに恐れているというのが作品の枠組である。
　過去の回想から明らかになるのはオノの半生である。父親に反発して画家と
なった彼はボヘミアンの画家仲間に加わり，アウトサイダーであることを誇り
・にし・浮世の歓楽を好んで描きつづけた。その彼がある時自分の芸術の空しさ
　　　　　　　　　　　　　　　一20一
に気づき，現実の世界へ目を向けるようになるのだが，彼を待ち受けていたの
は大政翼賛会へとつながる世の中の動きであり，彼は進んでその動きに身を投
じたのであった。彼はいま自分の過ちを悔い，自分の過去が娘の将来を脅かし
ていることに心を痛めている。
　この作品は「読んで楽しいばかりでなく，教訓的という意味でなしにために
なる」とし，日本の現代作家の大半の小説よりも読みやすいし，経済成長やセ
ックス産業に注目した日本研究書の類よりも日本を理解する上で役に立つと言
っているのは『TLS』の書評子アン・チザムである（2月14日号）。ちなみ
にイシグロは1954年に長崎に生まれ，1960年以降イギリスに住む日本人作家で
ある。
　＊　TLS　14，2，1986．　OBV　16，3，1986．　NYT　8，6，1986．
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　ロバートソン・ディヴィスの新作f生まれつきの性質』（Robertson　Davies：
What’s　Bred　in　the　Bone／436　pp．，　Viking，£9．　95）は謎に包まれたカナダの
美術コレクター，フランシス・コーニッシュの物語である。
　古画贋造やホモセクシュアルの疑惑がつきまとう人物の真相を究明しようと
する伝記作者サイモン・ダーコートの試みは，名高い銀行家としての家系に傷
がつくとして，コーニッシュの姪に拒絶される。従ってここに語られる伝記物
語は普通の人間の手になるものでなく，レッサー・ザドキエルという名の「伝
記の天使」とコーニッシュ自身の守護神マイマスの手になるものであり，いか
なる伝記作者にも再現できないような，原因や動機がすべて明らかにされた物
語なのだ，と作者デイヴィスは主張している。
　ともあれコーニッシュの数奇な生涯の物語は出生にまつわるスキヤンダルに
始まり，古画贋造事情へと進む。カナダで育ち，イギリスのオックスフォード
へ留学する彼は世界的に高名な名画復原師タンクレッド・サラセー二と出会
い・弟子入りする。第二次大戦前のナチスは世界中のあらゆるドイツ絵画を収
集するために，手持ちのイタリアやオランダの名画を喜んで交換用に提供して
　　　　　　　　　　　　　　　一21一
いた。そこに目をつけた反ナチスのサラセー二が弟子のコーニッシュを使って
ドイツ中世絵画を贋造し、まんまとナチスを騙したのである。
　作者ロバートソン・ディヴィスを高く評価し，ノーベル文学賞に値するとま
で言っているアントニイ・バージェスは「プロットの要約ではこのように重要
な小説の真の本質を伝えることはできない」とし，人物や場所の生き生きとし
た描写をこの作家の第一の特質にあげている（rオブザーヴァー』3月2日号）。
　＊　LSN　27，2，1986．　TLS　28，2，1986．　OBV　2，3，1986．
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　香港の作家ティモシー・モオの第三作r香港島占領』（Timothy　Mo：・4n
Insular　Possession／593　PP．，　Chatto　and　Windus，£9．95）は阿片戦争を扱った
大作の歴史小説である。ただしここには史実と虚構をないまぜた，最近流行の
マジック・リアリズム的趣向が凝らされている。
　物語はイギリス東インド会社の阿片貿易に対する中国人の反感が強まりつつ
あった1834年に始まり，敵対関係が急速に深まる数年間を経て，1941年の戦闘
に至り，翌年の南京条約締結直前で終る。
　反英感情の激化は対立するふたつのコミュニティ新聞の論戦という形で描か
れる。『リン・ティン・ブルティン・アンド・リヴァー・ビー』紙は若いアメ
リカ人ウォールター・イーストマンとギデオン・チェイスによって創刊された
新聞で，中国での阿片貿易をあくまで促進しようとするイギリスを攻撃する。
これに対して親イギリス的論陣を張り，清朝上級官吏の陰謀を暴露したり，ア
メリカ人のライヴァルに悪口雑言を浴びせるのは『カントン・モニター』紙で
ある。これら虚構の新聞からの長大な引用文はすべてヴィクトリア朝初期の文
体で書かれているほか，登場人物たちはだれもがもったいぶった19世紀風のセ
リフを口にする。その上ここには信じがたい事実や細かい数字，場面や出来事
が入念に描き込まれているが，それらはマジック・リアリズムと呼ばれる作品
一ラシュディ『真夜中の子供たち』，ケアリー『イカサマ師』など一に共通の
特色である。しかも，マジック・リアリズムの核心とも言うべきユーモラスな
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筆致が至るところに見出される。
　作者が5年の歳月を費やして仕上げたこの作品についてはrサンデー・タイ
ムズ』（5月11日号）その他が高い評価を与えている。ちなみに香港の主権は
1997年7月1日に中国へ返還される。
　＊　LSN　8，5，1986．　TLS　g，5，1986．　OBV　11，5，1986．　ST　11，5，1986．
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　注目されている若手女流作家リーザ・セント・オービン・ド・テランの第四
作『沈黙の入江』（Lisa　St，　Aubin　de　Teran：The　Bay　of　Silence／163　pp．，
Cape，£8．95）は寓意的な狂気の物語である。
　主人公のロザリンドはグラーマな映画スターだが，狂気の発作に襲われると
破壊的な行動へ走る。その遠因として示唆されているのは異常な育ち方で，無
教養な女家庭教師から教育を受け，オーストラリアから来た伯父に強姦された
こともある。彼女が結婚する相手はノーフrd－　一一クの牧師館で厳格に育てられた
ウィリアムである。彼らが新婚旅行として出かけた先は，イタリアはリグリア
地方の海辺セストリ・レヴァンテだったが，そこの“沈黙の入江・でロザリン
ドはハンサムな若い漁師アンジェロと出会い，新婚の身でありながら激しい恋
に陥る。このことを知った夫ウィリアムは妻の正気を疑い始めるのである。
　その後・夫婦の間には双子の女の子が生まれ，ふたりとも育つに？れてひど
い自閉症児となる。さらにロザリンドは第3子をみこもり，出産するのだが，
驚いたことに生まれた男児アマデオはロザリンドが何年も前の新婚旅行中に愛
したアジエロとそっくりなのである。ロザリンドの精神はいよいよおかしくな
り・療養のためにノルマンディーの閑散とした海辺へ滞在に出かける。原子炉
が近くに設置されている陰気なリゾート地で，ロザリンドの狂気は最悪の事態
を迎え，アマデオは蟹の山に埋れた乳母車の中で死ぬ。
物語はロザリンドとウィリアムが交互に語る仕組みになっている。ロザリン
ドの分裂症に寓意的な意味づけを与えようとしているのはウィリアムだが，こ
の作品が現代人の寓話になっているかどうかという点に関しては，多くの書評
一23一
子たちが懐疑的である。
　＊　OBV　4・5・1986・TLS　23，5，1986．　ST　25，　5，1986．　LSN　29，5，1986．
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　あえて読者の憤激を買い，上品な市民社会の敵に回ろうとする作家D・M・
トマスの“即興小説”シリーズ第三作rスフィンクス』（D．M，　Thomas：Sp－
hinx／248　pp．，　Gollancz，£9．95）は相変わらず過激である。
　短い芝居と詩と散文から成るこの作品の中での登場人物たちの行動は，タク
シーや汽車による移動を除くと，セックスし，飲み，書くという三つだけであ
る。舞台は1982年すなわちアンドロポフ時代のロシアで，そこに登場する即興
詩人シモン・バラシュは大酒飲みの女たらし。彼は詩ばかりでなく生きざまに
おいても常に即興を必要としている。たえず変化するソ連式ゲームの規則を読
み違えると，一巻の終りとなるか，“即興小説”シリーズ第一作『アララット』
の主人公ロザモフのように，KGB管理下の精神病院へぶち込まれてしまう。
二重三重に虚勢を張りながら長々とゲームをやった後，バラシュは亡命する。
祖国を離れれば「堕落」し，「舌を抜かれたナイティンゲール」となるのを十
分に承知の上での亡命である。この即興詩人の肖像には作者自身が気に入って
いるロシア的なもののすべてが描き込まれている。
　反対に，作者自身の嫌いなイギリス的なものを代表しているのが，rガーデ
ィアン』紙のロシア特派員ロイド・ジョージである。核兵器廃絶運動に参加
し，暴力反対女性委員会男性会員だったりするこの男はレニングラードでKG
Bの罠にはまり，一連の恥辱を受けて気が狂った上に，帰国してハロッズ百貨
店爆破事件の巻き添えを食って死ぬ。
　しかしこの作品の真の主題はロシアではなく，「ロンドン文壇の想像力に欠
けた鈍感さや文体のみずぼらしい欠如，性差別や入種差別への過敏さなどにた
いする攻撃」にあるとしているのはrオブザーバー』（6月8日号）の書評子
マーガレット・ウォールターズである。
　＊　ST　8・6・1986・OBV　8，6，1986．　TLS　27，6，1986．　NYT　18，1，1987．
一24一
　34
　1986年度のシンクレア賞はケニアの女流作家マージョリー一一・オルードへ・マ
ゴイエの『誕生』（Marjorie　Oludhe　Macgoye：Coming　to　Birth／150　pp．，
Heinemann，£10．95）に贈られたが，これは村の部族社会から都会へ出て現代
アフリカの混沌として複雑な生活へと巻き込まれて行く若い女の物語である。
　主人公のポーリーナは十六歳で花嫁となり，故郷の村を出て夫のマーティン
が待つナイロビへ行く。彼女を待ち構えているのはめまぐるしい交通と群衆，
それに見なれない建物である。「高級な言葉や叫び声，くすくす笑いや残酷な
笑い」が彼女の耳に響き，食物や火をどうやって手に入れるのかも彼女にはわ
からない。彼女は途方に暮れ，ただ黙って花婿を見つめるばかりである。
　早期流産で入院する彼女はその後どんなに努力しても子供ができない。子を
孕もうとする彼女の努力は象徴的意味合いを帯びて読者に迫ってくる。
　物語が終る頃，彼女は38歳になっているがまだ時々生まれ育った村の生活を
なつかしく思い出す。しかし子供のいない生活にも，夫の心変わりにも慣れた
ポーリーナはしだいに自主の精神を身につけ，後戻りはできないことを知る。
彼女はまったく新しい生きかたで生きるほかにないのである。
　この物語の背景にはナイロビというアフリカの近代都市の微妙な変貌が描き
込まれているとともに，ケニァという国全体に個人の生活を越えた巨大な変化
が起りつつあることも暗示されている。その文体は「切れ味鋭く，ドライで，
簡潔」（rオブザーバー』6月8日号）だと，評判は上乗である。
　＊　OBV　8，6，1986．　ST　8，6，1986．
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　マーティン・エイミスのアメリカ論r軽愚者の地獄その他のアメリカ訪問』
（Martin　Amis：The　Moronic　Inferno，　and　Other　Visits　to　America／208
PP・・Cape，£9．95）が評判になっている。表題はエイミスが尊敬するソール・
ベローの小説『フンボルトの贈物』から採ったものだが，このエッセイ集のキ
、ワードにもなっている。「軽愚者の地獄はアメリカ固有の状況ではない」と
一25一
エイミスは書いている。「それは地球全体に広がっていて，おそらく永続的な
ものだ。それはまた言うまでもなく，第一義的には暗喩である。人間の堕落一
集団的で全体的でたえず錯乱気味な人間の堕落の暗喩である」
　彼は人間に「モラル」を要求する。アメリカはモラル欠落の典型的症状を呈
している，と彼は見る。たとえばノーマン・メイラーの場合，文学作品はさて
おき，「その行為一人間としての所業一は千編一律に不面目なものだ」と言う。
1週間のうちに5番目の妻と離婚して6番目と結婚するようなことを初めとす
る数々の「堕落」はイギリスの作家には考えられないというわけだ。英米の差
異は成功への反応に表われているとエイミスは考える。「イギリスの作家はた
またま成功すると新しいタイプライターを買う。アメリカの作家はたまたま成
功すると新しい人生を買う。変換は多かれ少なかれ徹底している」
　エイミスの手にかかるとアメリカにおける「モラル」喪失の事例は枚挙にい
とまがないほどだが，彼の偏頗なまでの手厳しさにたいして「彼は一種の新古
典主義者のなりそこないであり，自分で勝手に『アメリカ』と名づけた怪異な
ものや貧欲さや俗悪さの力に困りはてているのだ」と辛辣に批判しているのは
『TLS『（7月18日号）の書評子リャード・ポワイリャである。
　＊　ST　13，　7，1986．　TLS　18，7，1986．　LSN　14，　8，1986．
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　『フn一べ一ルの鵬鵡』の作家ジュリアン・バーンズの新作『太陽を見つめ
る』（Julian　Barnes：Staring　at　the　Sun／195　PP．，　Cape，£9．95）は相変わら
ず型破りの小説で，この作品の要約は不可能だと批評家たちを嘆かせている。
しかし“筋”と覚しいものがないわけではない。1920年生まれの女主入公ジャ
ンヌ・セルジャンのほぼ一世紀にわたる人生が三部に分けて辿られているので
ある。
　「人生とはなにかと問うのは人参とはなにかと問うようなものだ。人参は人
参で，それ以上のことはなにも分からない」というチェーホフの書簡からのエ
ピグラフがついた第一部では，冗談好きで下品なレスリー一伯父から怪しげな知
　　　　　　　　　　　　　　　一26一
恵を吹き込まれたり，パイロットの曹長トミーから世にも不思議な話を聞かさ
れたりして育つジャンヌが人生についてなにも知らないまま18歳で結婚し，人
生のすべての秘密を知ったような気になるところまでが扱われている。
　第二部のジャンヌはすでに38歳だが，結婚して20年目に初めて懐妊し，息子
のグレゴリーを生む。一方で，彼女の無知をばかにしつづけた夫マイケルと離
婚するが，彼女にとって好都合なことにマイケルは間もなく死に，彼女と息子
に遺産が入る。そこで彼女は世界の七不思議を訪ねる世界旅行へ出かけ，世の
中と自分自身について知るのである。
　第三部は2020年という設定で，ジャンヌは99歳つまり「英知を身につけた
とは言えないにせよ，すべての愚かさに縁を切った」年齢である。しかしここ
での中心人物はグレゴリーで，コンピューターを駆使して人生の謎を解こうと
する。こうした“筋”の中に作者は性や結婚，男や女，恐怖や勇気，青春や老
い，生や死，信仰や不滅などについてのだれもがどこかで感じるような数多く
の疑問を巧みに挿入しているのである。
　なお，この作家はダン・カヴァナーの筆名でスリラー小説も書いている。
　＊　TLS　19，　9，1986．　OBV　21，9，1986．　LSN　25，9，1986．
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　フィールディングの『トム・ジョーンズ』は映画，演劇，オペラなどにもな
って広く知られているが，その続編を書こうとするものはこれまでいなかった。
ボブ・コールマンの『トム・ジョーンズのその後の冒険』（Bob　Coleman：
The　Later　Adwe／lttcres（）f　Tom　Jones／345　PP，，Bodley　Head，£10．95）は題
名どおり初の続編の試みだが，なかなかの出来だと評判になっている。
　物語は1774年5月に始まる。トムはパラダイス・ホールの地主となり，かつ
て世話になったオールワージーの慈善精神をまねる地方の名士である。愛する
ソファイアは他界し，3人の子供が残った。跡取り息子で，所有地の産業化を
もくろみ，法外な地代を取ろうとする性悪なハックセム，父親そっくりの次男
で，放浪のあげく私掠船の船長となるロビ，それに教養のある女性の見本で美
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人のアメリアである。羽振りのいい安定した生活が約束されているトムだが，
44歳の誕生日前夜に放浪癖がむずむずと頭をもたげる。
　トムはサフリー卿の秘書となってアメリカのメリーランドへ赴くが，アメリ
カでは折しも独立の気運が高まりつつあり，トムは地下の独立運動に巻き込ま
れる。一方，父親の留守をいいことにハックセムは弁護士サイナモアと組ん
で，妹のアメリアを追い出し，彼女を慕う不器用な男パーソン・アダムズの名
誉を傷つけ，財産管理人ジェイムズ博士を暗殺する。
　アメリアとアダム，それにジェイムズ博士の未亡人はならず者に追われなが
らPンドンへ逃げ，ドクター・ジョンソンに父親探しの助力を頼む。一方，ト
ムは独立運動の深みにはまり，秘密警察に追われる身となっている。そのトム
を探してアメリアとアダムがアメリカへ渡り，最後は各人各様の報いを受ける
という，今日流行の冒険小説風な波乱万丈の物語である。これが純正の18世紀
的文体で語られているところが本書のミソである。
　＊　TLS　7，11，1986．
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　マジック・リアリズムの傑作が新たに書かれ，話題になっている。アミタブ
゜ゴーシュの処女作r理性の円環』（Amitav　Ghosh：The　Circle（）f　Reason／
423pp，　Viking，＄17．95）がそれだ。作者はインドのカルカッタに生まれ，オ
ックスフォード大学で社会人類学を学んだ29歳。
　主人公の名はナーチケイタ・ボースだが，アルー（ジャガイモ）という渾名
がついている。これはでこぼこして大きすぎる頭部の形状に由来する。物語は
このアルーの数奇な運命を克明に辿っている。彼が養子になって育つのは東ベ
ンガルのラルプクールという村。独立戦争中のバングラデシュに近く，村の近
くに飛行機が落ち，村人たちはその残骸を奪い合う。戦後はテロリズムがはび
こり，アルーは放火の疑いをかけられ，警察に追われる身となる。
　アルーの逃亡は大がかりである。彼はまずマリアンマ号というおんぼろ船で
東アフリカの港アルガジラへ渡る。同乗者には偽教授や売春宿のおかみなどが
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いる。アルガジラは石油を掘り当て，無節操に近代化された町で，原始的魔術
とシリコンチップが同居している。この町でアルーはほかのインド人たちとと
もに売春宿のおかみの世話になるが，建築現場の崩壊事故に出くわして死に損
なったりする。そうこうするうちに追っ手がアルガジラへやってきたため，ア
ルーは売春宿のおかみと娼婦クルフィー，それにボスという名の赤ん坊ととも
にアルジェリァ領サハラ砂漠北東端のエルクエドへ逃げる。そこにインド人共
同体があり，アルーのそこでの生活がしばらく続く。そして最後はタンジール
で故国へ帰る船を待つところで終るのだが，この悪漢小説仕立ての物語は荒唐
無稽な人物やエピソードで満ちあふれている。この作品は「牛糞を燃やすにお
いがし，トウガラシの味がする」として高い評価を与えているのは『ニューヨ
ーク・タイムズ・ブックレビュー』（7月6日号）の書評子アントニイ・バージ
ェスである。
　＊　NYT　6，7，1986．
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　1・b
　昨年のr危険な夏』に続き，ヘミングウェイの未発表作品rエデンの園』
（Ernest　Hemingway：The　Garden　of　Eden／247　PP．，　Charles　Scribner・s
Sons，＄18．95）が刊行された。1946年に書き始められ，その後15年にわたって
断続的に書き継がれた未完の小説である。
　主人公デイヴィッド・ボーンは第1次世界大戦の復員兵で，作家になりたて
の20代半ばの青年。最近第二作を発表すると同時に結婚し，妻キャサリンとと
もに南仏からスペインへの新婚旅行に出かける。出版社から彼の旅先へ届くの
は・二番目の小説が好評を博しているという嬉しい知らせであり，彼は新しい
作品への意欲をますます強く掻き立てられる。rエデンの園』の大半はこの激
しい創作意欲と妻への深い愛のはざまで主人公が強いられる緊張にかかわって
いる。
一29一
　最初は牧歌的だった新婚旅行だが，マドリッドへ至って不吉な影が差し始め
る。妻キャサリンは新しい小説の構想に夢中の夫にがまんできなくなり，それ
まで隠していた性的倒錯をあらわにし始めもする。自分が男の役をするから，
あなたは女の役をしてくれ，と夫に要求するのである。カンヌの近くのラ・ナ
プールで不吉な影は現実のものとなり，キャサリンは夫婦の間にマリタという
若い女を引きずり込み，みつどもえの狂った関係が始まる。この関係はキャサ
リンの精神のバランスを急速に崩していくのだが，ディヴィッドのほうはそれ
まで絶対に書くまいと思っていた少年時代の心の傷の物語を書いてしまう。
　これはきわめて質の高いヘミングウェイ作品だとするrニューヨーク・タイ
ムズ・ブックレヴュー』（5月18日号）の書評子E．L．ドクトロウは，とり
わけキャサリンという女性登場人物がヘミングウェイの手になるものとして異
色の存在である点に注目し，「キャサリン・ボーンひとりのためにこの本は大
いに読まれるだろう」と言っている。
　＊　NYT　ユ8，　5，1986．　OBV　8，2，1987．　ST　8，2，1987．　LST　12，2，ユ987．
　3・b
　ピーター・テイラーが長編小説rメンフィスへの呼び出し』（Peter　Taylor：
ASummons　to　Memphis／20g　pp，　Alfred　A．　Knopf，＄15．95）　を出した。
短編の名手として知られるこの作家の長編は実に36年ぶりだという。
　語り手のフィリップ・カーヴァーは49歳。ニューヨークに住む彼は二人の姉
からメンフィスへ呼び戻される。やもめ暮らしの老父の再婚を阻止するという
のが目的である。帰りの道すがら，フィリップはカーヴァー家の過去を回想す
る。一家は父親の事業協力者ルイス・シャックルフォードの裏切りのために，
かつてナッシュヴィルからメンフィスへの引っ越しを余儀なくされた。家族の
ものにとってこれは一大衝撃で，母親は病床につき，子供たちは中年の今日に
至るまで未婚のままである。
　この作品ではナッシュヴィルとメンフィスの社会的差異が重大な意味を持っ
ている。メンフィスは深南部で，テネシー州というよりもミシシッピー州に近
　　　　　　　　　　　　　　一30一
い。テネシー州の首都ナッシュヴィルの人々はミシシッピー的なものを毛嫌い
しているという事情がある。カーヴァー家の人々の衝撃の原因もそこにある。
三人の子供たちは40年以上も前の引っ越しの責任はシャックルフ711・一一ドばかり
でなく父親にもあると考えつづけてきた。
　父親が再婚を考慮していると知ると，彼ら中年の子供たちはメンフィスに集
まり，再婚の邪魔をしようと知恵をしぼる。彼らの一種の復讐からあぶり出さ
れてくるのはメンフィス風の流儀であり，必ずしも老父いじめの“悪”ではな
い。『ニュー一ヨーク・タイムズ・ブックレヴュー』の書評子によれば，これは
「人間的弱さの物語であるよりも，個々の登場人物を包み込んでいる人間模様
の力の物語であり，ここでの個人は海に呑み込まれた潮流である」（10月19日
号）ということになる。
　＊　NYT　19，10，1986．
　9・c
　「心の国におけるアメリカ人の根本的な不安と問題について書く」と明言す
るジョン・アップダイクが新作rロジャー版の物語』（John　Updike：Roger’s、
Version／329　pp．，　Alfred　A．　Knopf，＄17．　95）を発表した。
　主人公で語り手のロジャー・ランバートはアメリカ北東部のある大きな大学
の神学教授という設定で，“プロテスタント作家”アップダイクの分身とも言
レZる。このロジャーの“思想”と身辺の出来事が作品の中身となるのだが，物
語の“筋”は比較的簡単である。離婚経験のあるロジャーは52歳で，今は14歳
年下のエスターと暮らしている。大学近辺の高級住宅街に住む彼のところへ，
冒頭，ディル・コウラーという青年が訪ねてくる。大学のコンピューター学科
を卒業したデイルは原理教会の信者でもある。デイルはヴァーナという，ロジ
ヤーの遠い血縁の女のことで相談にくるのだが，同時にロジャーとの“思想論
争”をも展開する。すでにこの発端の中に今日のアメリカの問題が潜んでい
る。アメリカ社会で急速に勢力を伸ばしている原理教会の問題である。その社
会風潮を背にして登場するデイルは宇宙に潜む数学的方程式を解明することで
　　　　　　　　　　　　　　　一31一
“神”をコンピューター端末機によって呼び出せるようになるはずだと確信し
ている。
　物語が展開していくうちに判明するのはロジャーの“心”の秘密である。彼
は妻のエスターとデイルが不論の関係を結んでいるのではないかと疑う一方
で，相談に乗ってやるヴァーナに“性的”に引かれ，ついには同裳する。ヴァ
ーナは黒人の夫に逃げられ，赤んぼうを抱えて生活保護を受けながら荒れ放題
の公営住宅に住む。つまり彼女の背後には貧困というアメリカの社会問題が潜
んでいるわけである。そしてロジャー自身の背後には“モラル”の崩壊という
由々しい問題が控えている。
　＊　NYT　31，8，1986．　OBV　12，10，1986．　ST　12，101986．
　12・b
　アメリカの低辺部に生きる女たちの“日常生活の手ざわり”を描くと言われ
る多作な作家ジョイス・キャロル・オーツの新作rマーリヤ』（Joyce　Carol
Oates：Marya／310PP・，　New　York：E．　P．　Dutton，＄16．95）は悲惨な境遇を
背負った子供が成長して女流ジャーナリストになる物語で，「ある人生」とい
う副題がいつている。
　親による子供の虐待場面で物語は始まる。マーリヤの母親は飲んだくれのふ
しだら女で，まだ幼い娘に父親の食事の仕度をさせ，することなすことすべて
にケチをつける。マーリヤに弟ができて，母親がその赤ん坊を抱き上げてよろ
めいた時，マーリヤに浮かんだ考えはこうだ一「お母ちゃんが赤ん坊を落とし
たら，わたしが叱られる」
　父親が変死すると間もなく，母親は8歳のマーリヤと2人の弟を叔父叔母に
預けて姿をくらます。マーリヤは4歳年上の従兄弟と同じ家に暮らすことにな
るが，以後ずっとこの従兄弟から性的遊戯を強制されつづける。悲惨な箋遇に
もかかわらずマーリヤは学業に秀で，大学から大学院にまで進み，やがて大学
教師になるが，なぜかその職を捨てて政治ジャーナリストへ転進し，ラテン゜
アメリカを中心に世界中の残虐行為を報道する専門家として名を知られるに至
　　　　　　　　　　　　　　　一32一
る。彼女にとって悲惨な境遇から抜け出すには学問しかなかったのだが，同時
に彼女に救いの手を差しのべた3人の男たちがいて，彼らはいずれも彼女とっ
き合っているうちに死ぬ。この偶然の出来事はマーリヤの内に秘められた魔性
を暗示するとともに，おそらく夫を殺したと思われる魔女的母親の血がマーリ
ヤにも流れていることをも示唆しているようである。
　最後にマーリヤはふと思い立って母親を探しに出かけるが，叔母から見せら
れた写真に写っているのは囚人服姿の母親である。
　＊　NYT　2，　3，1986・OBV　11，1，1987．　ST　1ユ，ユ，1987，　TLS　16，1，1987．
19・b
　ルイーズ・アードリッチの第二作『サトウダイコン祭の女王』（Louise　Er－
dr三ch：The　Beet　Queen／338　PP．，　Henry　Holt＆Company，＄16．95）は処女
作『愛の薬』と同様，ノース・ダコタ州のインディアン居留地近辺を舞台にし
ている。
　物語は主人公のメアリー・アデアが11歳の時から始まる。1932年のことであ
る。父親はすでに死に，母親もメアリーを含む3人の子供を置き去りにして男
とどこかへ行ってしまう。メアリーはノース・ダコタの肉屋の親戚へ身を寄
せ，家業を手伝うようになる。彼女を取り巻く主要人物としては，徒姉妹シー
タ，友だちのセレスタイン，生き別れとなる兄のカールなどがいて，彼らの人
間関係を通じ，作者自身の言葉を借りれば「信頼と孤立」という主題が追求さ
れる。
　子供を置き去りにする無責任な母親や，テレビやラジオの世界が唯一の現実
と思い込む従姉妹と違って，メアリーは女族長的なところがあり，占いの棒で
運勢を読んだり，レンガに唾を吐いて日読みをしたりする。彼女はまた超能力
の持主でもあり，彼女の手は夜中に光って部屋を明るく照らしたりする。物語
の後半，生き別れの兄カールが町に現われ，セレスタインをみこもらせる。メ
アリーの女族長的能力が発揮されるのはこのあたりからである。彼女は兄を町
から追い払い，セレスタインに協力して生まれてきた子供ドットを育て上げ
　　　　　　　　　　　　　　　一33一
る。子供に父親はいらないという考えである。ドットが成長し，1964年に“サ
トウダイコン祭の女王”となって物語は終る。
　この作品のいくつかの印象的な場面は「ギュンター・グラスの純然とした怪
奇さを示唆する」とし，「中西部の奇怪な喜劇やありふれた事実，活気にみち
た悲劇を捉える」アードリッチの才能に驚異の念を抱いているのは『ニューヨ
ーク・タイムズ・ブックレビュー』（8月31日号）の書評子ロバート・ブライ
である。
　＊　NYT　31，8，1986．
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　1986年のピュリッツァー賞小説部門はラリー・マクマートリーめrロンサム
・ダヴ（寂しい鳩）』（Larry　McMurtry：Lonesome　Dove／843　PP．，　Simon＆
Schnster，＄18，95）に決まったが，これは長大で旧式なりアリズム小説という
形式で描かれたカウボーイ物語である。題名は舞台になっているテキサス州の
寂れた田舎町の名に由来する。
　時は1870年代の終り頃。テキサス騎馬隊大尉だった2人の男が退役後に「ハ
ットクリーク家畜会社」を設立し，顧客の注文に応じて牛や馬をメキシコから
盗んで来るという商売を始める。なまけもので大酒飲み，その上いかがわしい
博識をひけらかす風変わり老人オーガスタス・マクレイと，いざとなるとめっ
ぽう強いが，ふだんはおとなしいW・F・コールの2人を中心に，雑多な男た
ちが集まったこの会社はすでに15年続いている。
　そこへ騎馬隊時代の彼らの友人がアーカンソーでたまたま人を殺し，追われ
る身となって町へ流れて来る。この男の提言で家畜の群をモンタナ州の無人の
地へ追って行くことになり，盗んだ馬や牛を連れての大移動が始まる。物語の
大筋はこの大移動の描写にある。これはきわめて難儀な旅であり，たったひと
り同行する娼婦をめぐる愛のもつれや，インディアンとの戦い，リンチなどの
暴力場面にもこと欠かない。ハリウッドのシナリオライターとして知られる作
者ならではの映画的場面がふんだんに盛り込まれているのである。
　　　　　　　　　　　　　　　－34一
　カウボーイという職業は南北戦争後のごく短い期間だけ繁盛したにすぎない
とされるが，たえずアメリカ人大衆の想像力を刺激し，西部劇その他の大衆文
化の中で生きつづけている。しかし，類型化された姿でなく，カウボーイの真
の姿を捉えた小説はこれまでになく，マクマートリーによって初めて「偉大な
カウボーイ小説」（rニューヨL－・一ク・タイムズ・ブックレヴュ　一一』1985年6月9
日号）と呼びうるものが書かれたわけである。
　＊　NYT　g，6，　1985．
24
　ロバート・クーヴァーの新作『ジェラルドのパーティ』（Robert　Coover：
Gerαld’s　Pαプ妙／316　pp．，The　Linden　Press／Simon＆Schuster，＄17。95）は
推理小説仕立てになっているが，その真の目的は推理小説的嘘偽を暴こうとす
るところにある。
　「わたしは運命を信じないし，運命に左右される筋立ての演劇や小説は嫌い
だ」と語り手は言う。そのためこの作品には筋らしいものがなく，もとより名
探偵の推理による解決もない。しかしながら，話の発端はセックスも暴力も自
由な無礼講的パーティにおける殺人にある。事件解明のためにパーデュー警部
が登場するところまでは，いかにも推理小説ふうである。
　　普通の推理小説では登場人物たちが互いに言葉をやりとりしながら身の証
しを立てる一方で，卓越した推理力の持主としての探偵が演繹的に容疑者たち
を消去し，最後に真犯人を突き止める。そこでは人間の行動様式がいとも簡単
に解明され，正義が滅びることはない。クーヴァーはそうした現実逃避的文学
の常套手段を逆手に取り，虚無的な人間観察の道具にしている。
　パ、デ亭一警部は有能な刑事ふうに事件を推理して行くが，最終的に突き止
めるのは犯人像ではなく，彼自身の殺人哲学である。「殺人は笑いと同じく，
生物学的に本質的で不可避な，かつまた心理学的に肝要きわまる葛藤の強力な
解決策である」と警部は言う。これは半ば作者自身の声でもあるが，rニュー
ヨーク・タイムズ・ブックレヴュー』r（1985年12月29日号）の書評子によれば，
一35一
この筋立てのない小説を支えているのは「アメリカではだれもがなにをしても
平気でいられる」という作者の辛辣な社会謁刺精神だという。
　＊　NYT　29，12，1985．　NR　24，4，1986．
　25
　ポール・ウェストの『パリのネズミ男』（Paul　West：Rat　Man　oプ　Paris／
180pp．，　Doubleday＆Company，＄15．95）は戦時中の残虐行為で受けた傷か
ら逃れられない男の物語である。作者は1930年にイギリスに生まれ，1952年以
後アメリカに住み，大学で教えながら1960年代初めから作家活動をつづけてい
る。
　登場するのは，パリの雑踏の中で時折コートの前をパッと開けて生きたネズ
ミを見せる男である。作者は実在の人物にヒントを得たとするこの男の精神の
ありようと記憶の底に沈むすさまじい過去を探り出す。ネズミ男が子供の頃，
ドイツ兵が村人を教会に集め，そこに火を放ったのである。この残虐行為の経
験が彼のその後の人生を決定する。彼はそれを片時も忘れまいと決意し，世の
中の人々にもそれを忘れさせないために，「普通の人」になることを拒否して
ネズミ男となる。こういう一種の狂った男にも恋人がいて，その恋人シャーリ
に言わせると，ネズミ男は「悪い人」ではなく，むしろ「大変に気高い性格」
の持主なのである。
　クラウス・バルビーがボリビアからパリへ連れ戻された時，ネズミ男は新聞
でその顔を見て，教会に火をつけたドイツ兵を思い出す。あのドイツ兵も世界
のどこかに生きているのかも知れないという思いが，ネズミ男のパフォーマン
スを過激なものにして行く。彼はナチの腕章を巻き，そのためにインタビュー
を受けたり写真に撮られたりして，あげくのはてにピストルで撃たれたりもす
る。
　この作品の根底にあるのは，ナチの残虐行為を前にして芸術になにができる
かという問いかけであり，ネズミ男の即興芝居は悲観的可能性の象徴として描
かれていると見るのは，『ニュー一ヨーク・タイムズ・ブックレビュー』・（2月16
　　　　　　　　　　　　　　　－36一
日号）の書評子ロア・シーガルである。
＊　NYT　16，2，1986．
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　　リチャード・フォードの第三作『スポーツライター』（Richard　Ford：The
Sportswriter／375　pp．，　Vintage　Contemporaries，＄6．95）はアメリカ人の現
代生活を細かく描写している点で注目されている。語り手にして主人公のスポ
ーツライタ・一，フランク・バスクームが訪れるドライヴインや酒場，空港やデ
　トロイトのけばけばしいホテルの部屋，あるいは彼が住むニュージャージーの
宅地化状況や雑然とした風景などが生き生きと描かれているのである。
　作品の主眼はプロットになく，平凡なアメリカ人の実像を呈示するところに
置かれている。その手段として聖金曜日から復活祭までの3日間における主人
公の意識が克明に辿られ，彼の現在の状態に直接関係する過去の回想がフラッ
シュバックによって織り交ぜられる。主人公フランクは30代後半の離婚経験者
で，大衆スポーツ誌のライターとしてかなりの金を稼ぐ身分である。かつては
“純文学”の短編や長編も書いたことがあるが，スポーツ選手の子供っぽい単
純さに引かれてスポーツライターへ転身したのだった。フランクに言わせると
「スポーツ選手は行動に自己を代弁させて満足できる人種」ということにな
る。
　「この12年間のぼくの生活は少しも悪いものでなかったし，今も悪くない」
と主人公は冒頭で告げるが，復活祭の週末を彼とつき合う読者は，彼が見た目
よりもずっと深く傷ついていることを知る。彼は常にものごとの明るい面を見
ようとするのだが，現実の経験に戸惑い，傷つくのである。そうした主人公の
造型という点で作家の「勝利」を認め，「ヴィジョンの新鮮さでわれわれを魅
了する小説」だと称賛しているのは『ニューヨーク・レヴュー』（4月24日号）
の書評子ロバート・タワーズである。ちなみに作者リチャード・フォードは19
44年ミシシッピー生まれで，今年42歳である。
　＊　NYT　23，3，1986．　NR　24，4，1986．　TLS　7，11，1986．
一37一
27
　このたび英訳されたパラグアイの作家アウグスト・ロア・バストスのr余は
至高者なり』（Augusto　Roa　Bastos：lthe　SLe／）i－e〃ze（Translated　by　Helen
Lone，438　PP・，　Alfred　A・Knopf，＄18，95）は，1816年から1840年に74歳で死
ぬまで，“永遠の独裁者”としてパラグアイに君臨したホセ・ガスパール・ロ
ドリゲス・フランシアの物語である。
　作品を構成するのは作者が文体を変幻自在に操って作成したさまざまな文書
で，架空の編纂者がそれを編集するという体裁になっている。冒頭に示される
のは，大統領布告に見せかけて教会の扉に貼られた偽文書で，大統領が死んだ
ら，首を切って槍に刺し，三日間公衆の面前に晒した上で，大総領に奉仕した
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エル・スプレ－モ役人と軍人を直ちに処刑すべし，という内容である。“至高者”と渾名された
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひ　き独裁者の大総領は間抜けな秘書官に命じて誹殿文書作成者を探せるが，ついに
見つけることができない。その間の経緯を物語るいくつかの文書も示されてい
るほか，大総領自身が特大の会計簿に書き残した覚え書きも取捨選択して引用
されている。覚え書きの内容はなんら脈絡のない出来事や思いつき，細々とし
た偏執狂的とも言える観察記録などから成り，肯定的な意見は貸方に，否定的
な意見は借方に記入されていたという。独裁者について小学生たちが綴った感
想文なども含む広汎なドキュメントを通じ，作者は個人的運命と歴史的運命の
関係やラテン・アメリカにおけるエリートと大衆の文化的ギャップを浮き彫り
にしているわけだが，この小説の成立に多少関与したカルロス・フェンテスは
『ニューヨーク・タイムズ・ブックレビュー』（4月6日号）で書評し，本書
は「エル・スプレーモばかりでなく，国家独立の海の中でどう泳ぐか，あるい
はどう上手に溺れるかを知りかけているすべての植民地社会をも描く印象的ポ
ートレートであり，ラテン・アメリカ小説における画期的作品のひとつだ」と
述べている。　　　　　・
　＊　NYT　6，4，1986．　　　　　　　　　　　・
一38一
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　フェミニスト作家マーガレット・アトウッドの新作『侍女物語』（Margaret
Atwood：The　Hand／nαid’s　Tale／311　PP。，　Houghton　Miffhn　Company，＄
16．95）はr1984年』を意識した警世の未来小説である。作者はカナダ人だが，
作品の舞台はアメリカ東部で，未来国家ギリアデ共和国は現代アメリカの危険
な兆候を網羅的に集めたかたちになっている。モラルマジョリティの台頭など
によってアメリカは宗教的に不寛容になり，政治的に右傾化しているというの
が作者の見方で，それを反映したギリアデ共和国は右翼と宗教的復古主義者に
支配されている。
　この架空の国ではまた男と女の役割が厳密に区別されていて，男は戦士であ
ると同時に子種を蒔くものであり，女は「家」を守って子供を産めばよい。と
ころがこの国では不妊が大問題になっている。原因は明らかでないが，かつて
この国の空気と水は有害化学物質で汚染されていたし，原子力施設の爆発や突
然変異の梅毒の発生，AIDSの流行などもあった。ともあれ出生率の極端な減
少を食い止め，家長たちは後継者を作らなければならない。そこで考え出され
たのが「ハンドメイド（侍女）」の制度である。侍女の役割は正妻に代わって
家長の子供を産むことにある。作品の語り手にして中心人物となっているのは
そういう侍女の一人で，未来の恐怖社会の出来事がすべて彼女の目を通して描
かれて行く。
　政治的に無関心で，進んで危険に身をさらそうとしないこの侍女はウィンス
トン・スミスとだいぶ違う。作者の意図はどうあれ，特性のない語り手の設定
は作品の認刺的効果を減殺しているし，全体として優れた未来小説の要件を十
分に満たしていないと手厳しく批判しているのは，アトウッドと異なり政治的
立場が明確なメアリー一・マッカーシーである（『ニューヨーク．タイムズ．ブ
ックレビュー』2月9日号）。
　＊　NYT　9，2，1986．
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　デニス・ジョンソンの第三作『真昼の星』（Denis　Johnson，　The　Stars　at
Noon／181　pp．，　Alfred　A．　Knopf，＄15．95）は1980年代のニカラグアを舞台と
し，サスペンス仕立ての物語を展開しながら，その国の政治的道徳的荒廃を現
代の地獄に見立てようとしている作品である。
　語り手は女だが，ほかのすべての登場人物と同様，名前がない。地獄の住人
は名なしがふさわしいとする作者の意図による趣向である。彼女は地獄を見に
ニカラグアへやってきて，サンディニスタと「問抜けなCIA」双方の腐敗ぶ
りにあきれるばかりでなく，自らも腐敗に感染し，マナグアの暗黒街へ足を踏
み入れる。彼女は自ら娼婦となって闇通貨をため込み，彼女のところへ寝にく
る下級官吏たちの堕落ぶりをつぶさに観察するのである。
　彼女の客となり，後に彼女の「恋人」にもなるイギリス人ビジネスマンは，
ニカラグア湖の底に眠る石油の埋蔵量を知っていて，この秘密情報をある人物
に漏洩するという裏切り行為によって追われる身となる。そのとばっちりで語
り手の女もまた追われる身となり，ふたりは国境へ向かって逃げはじめる。ふ
たりは国境を越えられるのだろうかというサスペンスが物語を支配する。
　そこへ悪の権化として登場するのが，CIAのエージェントと見られるアメ
リカ人で，彼はふたりの後を追いかけ，自由と引き換えにイギリス人を売れと
語り手の女に迫る。彼女はイギリス人を「愛している」と思っているのだが，
その愛すらも確かなものでなくなり，窮地に立たされる。その時の彼女の心の
中こそがほんとうの地獄なのである。
　「わが国で最も創意に富み，なにを書くか予測できない小説家のひとり」
（『ニューヨーク・タイムズ・ブックレヴュー』9月28日号）と言われる作者
は37歳。詩人でもある。
　＊　NYT　28，9，1986，
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ドナルド・バーセルミの新作『楽園』（Donald　Bart・helme：Paradise／208
　　　　　　　　　　　　　　－40一
pp．，　G．　P．　Putnam’s　Sons，＄16．95）は白日夢のファンダジーである。
　主人公のサイモンは53歳の建築家。ニューヨークの広いアパートにひとりで
住み，別居中の妻と離婚の協議をつづけている。協議はすべて電話で行われ
る。娘のセアラからも時折電話がかかる。それからサイモンのおふくろも電話
してきて，ずけずけとものを言う。
　電話以外に訪れるものはなく，家具もろくにない彼のアパートへ，ある日突
然三人の美女が舞い込んできて，勝手に居すわる。彼女たちは酒場での下着シ
ョーに出演してきたモデルだ。出演料はすべてアフリカの飢餓を救うために寄
付し，しかも今後の出演予定はいまのところない。
　サイモンのアパートは楽園となる。ビキニのパンツや白いブラジャー・一をひら
ひらさせながら，女たちは歩き回り，際限なくおしやべりし，料理しては飲み
食いし，大騒ぎしながら皿を洗い，そしてサイモンと順番に，あるいは二人が
かりで，寝る。まさに白日夢である。サイモンがこの夢からさめるのは，時折
外部から電話がかかってくる時である。「わたし妊娠しゃったの。……でもす
ぐおろしたわ」と娘が電話してくる。するとサイモンは娘の子供のころを思い
出す。必ずしも幸福な思い出ばかりではなく，むしろ胸の痛む話のほうが多
い。テレビにかじりつき，万引でつかまり，成長すると今度は堕胎話である。
すべては妻と結婚した結果だが，やがて離婚が成立し，サイモンは妻の法外な
要求をのんで，金と財産ばかりでなく娘まで失う。そうこうするうちに三人の
美女もアパートを出ていく。楽園が終って残るのは悪夢と怒りだけ一つまりそ
れだけが普遍的なのだ。
　「自由のない世界での自由についてのファンタジー」であるこの作品は「ア
メリカ現代人の生活にたいする批評」だとしているのはエリザベス・ジョリー
である。
　＊　NYT　26，10，1986．
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ジム・シェパードの第二作rペイパー・ドール』（Jim　Shepard　PaPer
　　　　　　　　　　　　　－41一
Do”／228　PP．，　Alfred　A．　Knopf，＄15．95）は一風変わった戦争小説である。
第二次大戦中にイギリスに駐屯していた米空軍部隊10人の生活を描いている。
しかし最大の目的は未熟で悩み多い若者たちがB－17戦闘機に乗り込み，はる
ばるドイツ上空へ爆撃に出かける時の恐怖の体験の再現にある。
　最初はとるに足りない場面がつづき，その中で主要登場人物4人が前面に浮
かびあがる。機上整備員ボビー・ブライアント，尾砲係でいばりやのルイス，
無線技師でなにをやってもへまばかりのビーン，旋回砲塔係で最年少のゴード
ン・スノウベリー・ジュニアの4人である。彼らは酒場で騒々しく喧嘩し，戦
況説明中にやじったり，冷やかしたりし，村の子供たちのためにパーティを開
いたり，娼婦を買いに出かけたりする。
　その一方で戦争の恐怖が徐々に迫ってくる。飛行機同士が空中衝突して墜落
炎上する。あるいはハンブルクへの空襲に出た12機のうち，帰ってきたのは9
機だったり，カッセルへの空襲時にブライアントが酸素マスクの故障で気絶し
たりする。「ペイパー・ドール」という愛称の戦闘機乗組員たちの士気は低下
するばかりである。そんな彼らにシュヴァインフルトのボールベアリング工場
爆撃の命令が下る。131機の大編成によるこの空襲はドイツの最も奥深くへ侵
入しようという危険きわまりない作戦である。　　，
　rペイパー・ドール』rの最後の部分はこの大空襲と空中戦のもようを“考古
学的正確さ”で再現しようとする。この作品の本領はそこにあり，作者はレー
ダーやロケットのない時代の空中戦を克明に想像することによってr裸者と死
者』や『キャッチ22』とは異なる「最も乾いた戦争小説」を書くことができた
と言っているのは『ニューヨーク・レヴュー』（12月18日号）の書評子ロバー
ト・タワーズである。
　＊　NYT　g，11，1986．　NR　18，12，1986．
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カリフォルニアに住む1934年生まれの女流作家キャロリン・スィーの第5作
『黄金の日々』（Carolyn　See：Golden　Dのys／196　PP．，　McGraw・Hill　Book
　　　　　　　　　　　　　　－42一
Co皿pany，＄15．95）は核戦争による地球の破滅とその後の世界をブラック・コ
メディ風に空想した小説である。
　語り手で女主人公のエディス・ラングレーは世界の破滅から語りはじめる。
生き残ったものたちが焼けただれたからだでふらふら歩いている。まぶたを焼
き切られてむきだしになった眼球とか，閃光の一瞬に胸を隠し忘れたために失
われた乳房とか，逆に胸をかき抱いたためにそこに永遠に刻印された手形とか
が惨劇を物語る。
　エディスも生き残りのひとりである。彼女はかつてベヴァリー・ヒルズの有
閑マダムたちに宝石鑑定法を教えるかたわら自らも宝石を収集する裕福な身分
だった。二度離婚し，二度母親となり，ロサンゼルス郊外に娘たちや恋人や友
人に囲まれながら住み，週末にはエアハルト式セミナートレーニングに通い，
「オオオ・イイイイ！　豊かなり，わが人生！」と叫ぶ身だったのである。
　エディスは世界の破滅に直面して，生き残った事実に喜びながら，「豊かな
人生」を奪い去った「男たち」への怒りを覚える。だれがこんな大破壊をしで
かしたのか？「それはどこかにいる男に違いない。なぜわたしたちはその男の
名前を知らないのだろう？」生き残った女たちは男どもへの復讐に燃え，無傷
のまま死んでいる男の死体を見かけると，ペニスを切り取って壁や木にぶらさ
げたりする。
　しかし，この小説で強調されているのは，ホロコーストの後でなお残存する
生命の尊さである。「生きているのはすばらしい」とエディスは言う。皮膚の
炎症がおさまり，頭に髪が少し生えてくる時，彼女はセミナートレーニングで
の教訓を生かし，「オオオ・イイイイ！」と叫びながら楽天的に未知の生活へ
踏み出すのである。
　＊　NYA　30，11，1986．
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　トルーマン・カポーティの遺作『かなえられた祈り』（Truman　Capote：
Anszvered　Prayers／181　pp．，　Hamish　Hamilton，£9．95）が本になった。未完
　　　　　　　　　　　　　　　一43一
のゴシップ小説で3章から成り，最初は1975年と76年にエスクワイア誌に発表
されたものである。雑誌発表当初カポーティはゴシップの種にした上流の人々
から袋だたきにされたが，それにもかかわらず彼はその後1984年に死ぬまでこ
の小説を書きつづけていると公言していた。しかし実際にはどうやらなにも書
いていなかったらしい。
　カポーティは上流社会のペットだったとされるが，この作品の語り手P・B
・ジョーンズもまた売れない作家ながらニューヨークの金持たちの排他的でみ
だらなサークルに入れてもらい，時にベッドの相手をしたりしながらかわいが
られる。しかし彼は作家根性を捨てずに食欲に聞き耳を立て，エピソードを集
める。この作品は庶民には縁のない途轍もなく贅沢な，デカダンな世界の見聞
録という体裁になっている。
　実在の人物がしばしば実名で登場する。サルトルとボーヴォワールが「一組
の見捨てられた腹話術師用人形」のように片隅に坐っていたり，アーサー・ケ
ストラーがガールフレンドとされる女をこっぴどく罵ったりしている。あるい
は小さなパーティへめろめろに酔ったモンゴメリー・クリフトがやってきてド
ロシー・パーカーに甘えたりする。
　金持たちの会話を彩る比喩はとっぴだし，話題は現実離れしている。そこが
面白いという見方もあるが，マーティン・エイミスは失望を隠さずにこう言っ
ている。「上流社会がカポー一一ティの才能に大きすぎるというわけではない。上
流社会はカポーティの才能に小さすぎたのだ。大金持は人間的に大変貧しい。
面白さという点で彼らは面白くなく，信じがたいほどに彼らは信頼もできない」
（『オブザーヴァー』11月9日号）
　＊　ST　2，11，1986．　OBV　g，11，1986．
英米大衆小説・1986
1
ジョン・ル・カレの新作「パーフェクト・スパイ」（John　le　Carr6：APer－
　　　　　　　　　　　　　－44一
fect　Spbl／463　pp．，　Hodder　and　Stoughton，£9．95）は，だれにも気づかれな
かった完壁な二重スパイの物語である。
　ウィーンのイギリス大使館参事官マグナス・ピムはある日突然行方不明とな
る。秘密のルートでチェコへ亡命したのである。しかし父リックの葬儀に出席
するため，亡命の事実をだれにも知られないままイギリスへ帰り，かねてから
用意していた海辺の隠れ家で自伝的回想録を書き始める。この回想録は妻とい
っしょに置き去りにしてきた小さな息子や因縁の深い情報機関員ジャック・ブ
ラザー・N一フッドへ宛てた長い手紙の形式を取っていて，小説の主要な部分を占め
ている。残りの部分で語られるのは執筆中の彼の身辺で起こる出来事だが，追
跡者の影がようやく迫る頃，回想録を書き終えたマグナスは逮捕の事態を嫌っ
て自殺してしまう。
　回想録の中心に位置するのはマグナス本人よりも父リック・ピムである。リ
ックは詐欺師，闇屋，色事師その他の汚名をものともしない，なかなか魅力的
悪漢で，言葉巧みに悪事を隠し，自由党から国会議員に立候補したりする。こ
のいい加減な父親の血を引くマグナスの完壁なスパイ術もまた回想録の中で明
らかにされ，舞台背景となるウィーン，ベルリン，ロンドンなどの都市の生き
生きとした描写とともに，ル・カレの作品らしい読みどころとなっている。
　＊　NYT　13，4，1986．　OBV　16，3，1986．
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　ケン・フォレットの新作rライオンたちと恋をして』（Ken　Follett：Lie
Down　With　Lions／333　pp．，　Willian　Morrow＆Company，＄18．95）はな
にも知らない女がスパイたちの戦いに巻き込まれて行く物語である。
　最初の舞台はパリ。通訳として働く美人のイギリス女ジェーン・ランバート
は・教師という触れ込みのアメリカ人エリス・セイラと恋に陥るが，やがてエ
リスがCIAのスパイだと知る。ぞっとしたジェーンは，彼女に思いを寄せて
いるフランス人医師ジャン＝ピェールのもとへ逃げ込み，すぐさま結婚する。
　やがて舞台はアフガニスタンへ移る。反ソ連ゲリラとその家族のための医療
　　　　　　　　　　　　　　　一45一
援助という名目でジャン＝ピエールとジェーンはとある村に住みつき，子供も
できる。しかしジェーンはまたしてもある日突然，ジャン＝ピエールがソ連の
スパイで，反ソ連ゲリラの動きをKGBへ知らせ，むごたらしい待伏せの便宜
を図っていることに気づく。今度は子供まで抱えてぞっとしたジェーンは，折
しもゲリラたちと武器取引きのために近くへやって来たエリスに泣きつき，よ
りを戻す。
　恋と政治が絡んだ三角関係の構図が出来上がると，このあとに来るのはクラ
イマックスのアクションである。ソ連の攻撃を未然に防ぐための巧妙な橋梁爆
破，山越えによる困難きわまる逃走，そしてKGBのヘリコプターの中での最
終的対決へと続く。
　舞台となるアフガニスタンへの行き届いた調査を隠し味として相変らず達者
なストーリーテラーぶりを発揮しているが，今回はいつになくベッドシーンが
多く，しかもやや風変わりだと指摘しているのは『ニューヨーク・タイムズ・
ブックレビュー』の書評子である。
　＊　NYT　26，1，1986．
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　ロバート・ラドラムは『暗殺者』の続編『ボーンの覇権』（Robert　Ludlum：
The　Bourne　Supremaay／497　pp。，　Random　House，＄19．95）を出した。
　かつてCIAからジェーソン・ボーンの名をもらい，ヨー一・　Pッパで暗殺者カ
ルロスを追いかけ，記憶喪失になったデービッド・ウェッブは，いまや本来の
極東学者に戻り，メイン州の小さな大学で教えながらひっそりと暮らしてい
る。ジェーソン・ボーンとしての記憶はほんの時たま脳裡を瞬間的によぎるに
すぎない。そんな彼のところへまたしても暗殺の依頼に来るのは，合衆国の無
任所大使レイモンド・ハビランドである。香港でジェーソン・ボーンを名のっ
て暗殺を繰り返している人物がいる。その人物を殺してくれという依頼であ
る。ハビランドはウェッブの最愛の女マリーの誘拐をわざと仕組んで，ウェッ
ブの重い腰を上げさせる。
　　　　　　　　　　　　　　　－46一
　中国を舞台にしての追跡ではウェッブが毛沢東の墓で罠にはまったりする
が，彼は無傷で生き延び，すべての陰謀の黒幕としてのションという人物を突
き止める。ションは中国政府の現職国務大臣でありながら，実は報復主義的国
民党指導者の息子であり，ヒットラーを気取って第三次大戦を促進しようと目
論んでいる。それほどの悪に立ち向かうほんもののジェーソン・ボーンとして
のウェッブの任務は，かつてジェームズ・ボンドがしばしばそうしたように，
現代文明の防衛という大袈裟な次元のものへと変質するのである。ただし，ボ
ンドよりはかなり見劣りすると辛い点をつける書評子もいる。
　x　NYT　19，3，1986．
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　rゴーリキー・パーク』の作者マーチン・クルーズ・スミスの新作rスタリ
オン・ゲイト』（Martin　Cruz　Smith：Stallion　Gate／Random　House，＄17．
95）は1945年のニューメキシコ州ロスアラモスに焦点を合わせている。そこで
はオッペンハイマーと混成チームが原爆実験に腐心していた。登場する実在人
物には“オッピー”のほかにエンリコ・フェルミやクラウス・フックスなどが
いる。第二次大戦中の原爆製造計画を扱うこの作品は主として一介の軍曹の目
を通して語られる。
　プエブロ・インディアンのジョー・ペーニヤ軍曹はオッペンハイマーの身辺
警護を命じられて，生まれ故郷のロスアラモスへ帰って来るが，すぐに任務の
重大さに気づく。広大な実験場を確保するためにスタリオン・ゲイトと呼ばれ
る地点の彼方へ追いやられ，怒り狂っているインディアンたちとの連絡係もジ
ヨーの任務の一部である。のみならず，直属の上司オーガスティノ大尉からは
オッペンハイマーの動きを逐一定期的に報告せよと命じられる。ジョーは協力
を拒むが，これを発端に明るみに出るのが，ここに語られるロスラアモス計画
をめぐる陰謀である。
　作者の母親がニュ・一メキシコのプエブロ・インディアンという血筋のせい
か・ジョー・ペーニヤの造形がとりわけみごとだと絶讃されている。
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　ロナルド・ウェーバーの処女作rカンパニー・スプーク』（Ronald　Weber：
ComPanンSpook／St．　Martin’s，＄12．95）はウォーターゲート事件を素材にし
た屈指の傑作モデル小説である。事件を暴露した謎の人物ディープ・スロート
がここではディープ・ウェルとして登場する。彼はホットな新しい秘密を握
り，ワシントンの新聞記者ウォーカーと接触する。このウォーカー一一一はウォータ
ーゲート・スキャンダルの登端を作った新聞記事の筆者のひとりである。一
方，ウォーカーから目を離さないもうひとりの新聞記者がいて，ことがらを複
雑にする。この記者はディープ・ウェルの正体を暴くことに生涯を賭けてい
る。この三人に加え，背景にはたえず元大統領が控え，CIAも顕著な役割を
演じる。新しい秘密を暗示するものとして現実のウォーターゲート事件が回顧
されるが，そこに本書の最大の魅力がある。少しでも血の匂いがすれば襲いか
かろうとする鮫どもがうようよしているホワイトハウス内のすばらしい描写が
あり，ウォーターゲートで実際になにがあったのかという仮説が示されるが，
これがなかなか面白いという評判である。処女作の出来から今後の活躍が大い
に期待されている作家である。
　＊　NYT　30，3，1986．
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　『スナップ・ショット』の作家A・J・クィネルの新作r沈黙の包囲』　（邦
訳『サンカルロの対決』）（A．J．　Quinnell：5紹g60f　Si！ence／Hodder，£9．95）
は中南米の政治情勢についての綿密な分析を踏まえながら，ニカラグアに似た
サン・カルロという架空の小国を作り出している。カリブ海に面したこの国で
独裁政権打倒のクーデターが発生し，その混乱の中でアメリカ大使館が「戦闘
的学生」に占拠され，大使以下40数人が人質となる。
　この一連の動きの背後にはキューバが控えている。真の狙いはキューバ政府
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内に巣食った反政府分子の名をアメリカ大使ピーボディから聞き出すところに
ある。クーデター発生と同時に尋問専門家ホルへがキューバから乗り込んで来
て，20日間にわたる尋問を開始する。一方，アメリカ国内では人質救出のため
の動きがあわただしくなり，中年の陸軍大佐サイラス・スローカムに大総領じ
きじきの特命が下る。
　息詰まるような緊迫感の中で展開する心理的拷問と人質救出のふたつのプロ
ットは，最後に奇抜なアイデアによってひとつに合流するわけだが，物語その
ものはピーボディ，ホルへ，スローカムの3人が交互に1人称で語るという趣
向が凝らされている。これによってクィネルは「技術的にも心理描写の面でも
さらに数段腕を上げた」（オブザーバー）というもっぱらの評判である。
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　バトリシア・ハイスミスの新作ミステリーr通りの拾いもの』（Patricia　Hi－
9hsmith：Found　in　the　Street／Heinemann，£9．95）　はグリニッチビレッジ
での財布の落としものが縁となって，落とし主と拾い主とが親しくなる話から
始まる。落としたほうは世の中で成功し，幸福な結婚もしている挿絵画家ジャ
ック・サザランド，拾ったほうは孤独な老人ラルフ・リンダーマンで，ふたり
はたまたま同じひとりの若い女に好意を寄せている。その女エルシー・タイラ
ーはジャックの上品なボヘミヤン仲間に紹介されてたちまち人気者となり，喫
茶店のウェイトレスをやめてモデルとなる。
　そうこうするうちにジャックとラルフの仲に亀裂カミ入り，ジャックがエルシ
ーを誘惑したという妄想にとりつかれるラルフはしだいに異常な行動に走るよ
うになる。しかし異常なのは彼ばかりではなく，ジャックの妻でレズビアンの
ナタリアも含め，登場人物のだれもがどこか狂っている。クライマックスでの
殺人のあと，彼らは互いに相手を疑い始める。ほのぼのとした話がいつの間に
か暗転するという，作者のいつもの持ち味が十分に発揮された作品である。
　＊　OBV　13，4，1986．　TLS　18，4，1986．
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